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令和４年７月２１日 

 

「心のバリアフリー」推進キャッチフレーズ大募集！ 

～小学４年生から中学生のみなさん 夏休みに考えてみましょう～ 

 

誰もが安心して暮らせる共生社会の実現を目指し、子どもから高齢者、障がいのある人、外

国人など、誰もが地域で安心して暮らせるよう、官民一体となってハード面のバリアフリーだ

けでなく、「心のバリアフリー」にも取り組んできました。 

令和４年度は、１０月を「心のバリアフリー」強化月間に設定し、集中的に推進活動を行い

ます。今回、強化月間に取り組むにあたり、「心のバリアフリー」をより多くの方に知っていた

だくための、覚えやすいキャッチフレーズを募集することにいたしました。 

記 

１．作品の条件／短めで覚えやすいキャッチフレーズを募集 

使用する文字には、漢字・ひらかな・カタカナ・アルファベットの制限なし 

字数・応募数も制限なし。 

２．応募資格／市内の小学校４年生から中学校３年生の児童・生徒で、個人、グループ、 

クラス単位 

３．募集期間／７月２１日（木）～８月３１日（水） 

４．選考方法／選考委員会にて、最優秀賞、優秀賞、特別賞の３点を選考する。 

５．表彰／９月３０日（金）開催の「バリアフリー推進パートナーミーティング」にて表彰 

６．キャッチフレーズの活用 

・市および推進パートナーの学生や企業・団体の若手メンバーを中心にチームを編成し、キ

ャッチフレーズのＰＲ活動を実施する。（市・推進パートナー） 

・強化月間に実施される「ボッチャ市長杯」、「いきいきふくし秋祭り」などを始めとした市

および推進パートナーの各種行事の際に、のぼり旗などを活用しながらキャッチフレー

ズをＰＲする。（市・推進パートナー） 

・キャッチフレーズを入れた名刺フォーム作成及び活用（市） 

・市および推進パートナーのキャッチフレーズのＰＲなどに関する情報を随時、市の 

ＳＮＳで発信（市・推進パートナー） 

 

７．バリアフリー推進強化月間に予定している取り組み 

  ・バリアフリー推進パートナーミーティング（９月３０日） 

  ・第1回福島市長杯ボッチャ大会（１０月１日） 

  ・いきいきふくし秋祭り（１０月３０日） 

  ・バリアフリー推進パートナー募集強化 

 
 担当：共生社会推進課地域共生係 

   課長 高橋  係長 朝倉 

   電話024-572-3948（直通） 

【心のバリアフリー】 

さまざまな心身の特性や考え方を持つすべて

の人々が、相互に理解を深めようとコミュニ

ケーションをとり、支えあうこと 



応募用 QR コード 

 

 

学校貸与タブレット用   個人タブレット・スマホ用 

応募締切：令和４年８月３１日（水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応募要項 

〇応募資格 

 福島市の小学校４年生～中学校３年生の児童・生徒 

個人のほか、グループ、クラス単位での応募も可 

〇作品の条件 

漢字・ひらかな・カタカナ・アルファベット等の制約は 

ありません。字数の制限もありません。 

〇選考方法 

 福島市「心のバリアフリーキャッチフレーズ」審査委員会 

（仮称）において、最優秀賞、優秀賞、特別賞を決定します。 

 受賞された方には９月に開催を予定している「バリアフリー 

推進パートナーミーティングにおいて賞状及び賞品を贈呈

いたします。  

応募方法 

下記の方法でご応募ください。 

〇オンライン申請 

チラシ左下のＱＲコードを読み取るか、市ホームページで 「心

のバリアフリー キャッチフレーズ募集」で検索し、オンライ

ン申請の応募ページに進んでいただき、必要項目を入力してく

ださい。 

〇オンライン申請以外の方法 

ホームページ中の応募用紙をダウンロードし、下記連絡先ま

でご提出ください。 

 

ご不明な点がありましたら、市ホームページの募集要項等をご

覧いただくか下記の連絡先にお問い合わせください。 

【連絡先】 

〒９６０-８６０１福島市五老内町３番１号  

福島市共生社会推進課地域共生係 

メールアドレス：tiiki@mail.city.fukushima.fukushima.jp 

電 話：５３５－１１１１（内線３５３６～３５３８） 

ＦＡＸ：５３５－７９７０ 

 

みんなの「心のバリア」をなくすきっかけ

となるようイベントなどで使っていくよ。 

みんなが覚えやすい短めのキャッチフレーズ

の応募をお待ちしてます� 

【心のバリアフリーとは？】 

 様々な心身の特性や考え方を持つすべての人々が、相互に理解を深

めようとコミュニケーションをとり、支え合うことです。 

福島市では令和４年１０月を「心のバリアフリー」強化月間に設定

し、集中的に様々な取り組みを行います。 


